Abandoned Farmlands in Japanese Islands : A GIS-based Approach in Goto City, Nagasaki Prefecture by 高篠 仁奈
GIS で見る離島の耕作放棄地 : 長崎県における長
期変容と五島市の取り組み





























日本は， 6852 の島l填で構成されるが，このうち，本土 5 島(北海道，本州，四国，九州/，
沖縄本島)を除く 6847 が離島であり，住民登録のある離島は 314 島となっている.これら
の離島は，国土や自然環境の保全において重要な役割を持つが，過疎・高齢化が全国平均
や本土の条件不利地域と比較しでも急速に進んでおり その地理的及び自然的特性を生か








て， GIS 図を援用しながら離島地域の特色に着目して概観し，第 3 節では，五島市の耕作放















第 l 園 長崎県の市町村名
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(第 l 図~第 7 図の出所)農業センサスに基づき筆者作成
第 3"'-'6 図は，それぞれ， 1975, 1990, 2000, 2010 年の耕作放棄地率に関するコロプレス
マップである.集落ごとに色分けされており，灰色が濃いほど高い耕作放棄地率を示して
いる.離島に着目すると， 1975 年(第 3 図)の時点では，他の地域よりも濃い灰色の集落
が特に対馬などで多く観察されるが 1990 年(第 4 図)には離島・その他地域ともに耕作












第 5 図 2000 年の耕作放棄地率
o 12.5 25 50Km 
e I I I I I I I I 
N + 
第 4 図 1990 年の耕作放棄地率
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第 7 図 耕作放棄地率の推移
このような長期変容について，離島地域と半島地域，および，県全体の耕作放棄地率の












五島列島は，九州、|の最西端，長崎港から西に 100km に位置し，大小あわせて 140 あまり
の島々が連なる列島である(第 8 図) .五島の海岸線はリアス式海岸で屈曲に富み，山系は
300""400mの低い山岳地が南北に連なっている.五島市は，五島列島の南西部に位置する
市であり，総面積は 420.85ha，平成 23 年 5 月末日現在の人口は 41 ，782 人となっている(第
1 表) .産業別人口は，最も就業人口の占める割合が多いのは第 3 次産業 (70.7%) であり，
次に第 1 産業 (16.4%) ，第 2 次産業(12.9%) という構成になっている(高篠 2013). 
五島市は，平成 16 年 8 月 1 日「市町村の合併の特例に関する法律」により福江市，富江
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第 9 図 五島市の旧市町村
出所)筆者作成(高篠 2013 より再掲) 出所)筆者作成(高篠 2013 より再掲)
第 l 表 地区別の面積と人口
地区 合計 福;工 富江 玉之浦 三井楽 岐宿 奈留
面積 (ha) 420.85 158.45 49.53 68.4 33.84 85.27 25.36 
人口(人) 41782 25058 5301 1655 3136 3746 2886 
注)全世帯数は 20，675.
資料)面積は， 2010 年 10 月 1 日現在、国土地理院及び五島市企画課調べ.
人口は，住民基本台帳(平成 23 年 5 月末日現在) • 
2) 耕作放棄地解消の状況
以下では， 2012 年 5 月に行った現地聞き取り調査に基づき，関連する GIS 図を参照しな
がら，五島市の耕作放棄地の解消状況と農業委員会の取り組みについてまとめる.
第 10 図は， 2010 年の耕作放棄地率(第 6 図)について，五島市の部分を拡大した図であ
り，第 11 図は，同じ年の各集落の総農家数を示している.農業センサスは 5 年ごとに調査
が実施されるため，集落カードで得られるデータの中では直近の耕作放棄地率を示してい
る.五島市農業委員会にて行った調査では，特に 2010 年と 2011 年の耕作放棄地解消の状
況について聞き取りを行った(第 2 表~第 5 表) . 
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第 10 図耕作放棄地率 (2010 年) 第 11 図総農家数 (2010 年)
(第 10 図~第 13 図の出所)農業センサスに基づき筆者作成
第 2 表 地区別にみた放棄地解消面積
福江 富江 玉之浦 ニ井楽 岐宿 奈留 合計
2010 2011 2010 2011 2010 2011 2010 2011 2010 2011 2010 2011 2010 2011 
解消面積 (ha) 39.5 45.8 19.1 17.9 1.7 2.3 24.9 31.9 2.7 6.5 0.6 。。 88.5 104.4 
割合(%) 44.6 43.9 21.6 17.1 1.9 2.2 28.1 30.6 3.1 6.2 0.7 。。 100.0 100.0 
解消後の作目(m2)
水稲 1,121 4,211 896 。 6,228 
麦 8,956 26,709 1,779 7,931 1,779 43,596 
蕎麦 5,591 59 ,758 34,407 9,685 59,758 49,683 
飼料 9,314 22,946 27,499 4,815 17,007 1,951 16,080 67,452 
椿 28,180 56,709 28 ,786 19,153 6,570 3,460 41 ,459 5,339 12,756 17,820 3,445 121 ,196 102,481 
ブロッコリー 106,604 84,742 12 ,869 8,629 2,033 4,362 121 ,506 97,733 
野菜 6,368 6,310 6 ,291 4,002 16,661 6,310 
馬鈴薯 73 ,146 o 73 ,146 
甘薯 5,728 5,728 。
葉タバコ 17,187 17,187 。
高菜 1,847 。 1,847 
放牧 2,108 2,108 。
採草 2,760 2,760 。
基盤整備 66,364 146,440 66,364 146,440 
指導 15,031 31 ,150 9,989 42,143 o 98,313 
農地・水保全 7,563 18 ,200 3,547 393 29,703 。
保全管理 157,838 109,822 61 ,918 27,519 1,236 9,775 176,764 171 ,897 3,145 32,025 2,075 65 402,976 351 ,103 




第 2 表は，作目別・地区別にみた耕作放棄地の解消面積を示している. 2010 年の解消面
積は 88.5ヘクタールであり， 2011 年は 104.4ヘクタールを解消している.地区別に解消割
合をみると，福江地区が 4 割以上を占めており，次に三井楽(約 3 割) ，富江(約 2 割) , 
岐宿 (5%前後) ，玉之浦 (2%前後) ，奈留(1%以下) ，という順になっている.この点
について， 2010 年時点における各地区の耕作放棄地率(図 10) を見ると，解消割合の高い
地区(福江，三井楽)はそもそも耕作放棄地率の高い地域(濃い灰色)で、あったことがわ
かる.解消後の作目については，椿やブロッコリーが多い.






おり， 2010 年で 28.4%， 2011 年で 17.3%を占めている.この事業は，農用地区域外の農地
または復旧作業の経費が 10 アール当たり 6 万円以下の農用地区域内の農地について，地域
の農業者等が復旧作業を行う場合 10 アール当たり 3 万円を助成するもので，重機を用い
て復旧作業を行う場合は， 10 アール当たり 1 万円を， 1 ヘクタール以上を同一の農業者等
が集積する場合は， 10 アール当たり 5 千円を，それぞれ追加で助成する事業である(五島
市農業委員会 201 1) .この項目に関する解消後の作目は，ブロッコリー，蕎麦などの畑作
である.
国の再生利用緊急対策交付金は 市の農林課が所管している.農用地区域内の農地につ
いて，復旧作業の経費が 10 アール当たり 6 万円を超える場合に該当するもので，地域の農
業者等が復旧作業を行う場合，荒廃の程度に応じて， 10 アール当たり 3 万円又は 5 万円を
助成するもので，土づくりの段階で， 10 アール当たり 2 万 5 千円を最大 2 年間，作付段階
で， 10 アール当たり 2 万 5 千円を 1 年間，それぞれに追加で助成するものである.解消後
の作目は，ブロッコリー，飼料，麦などである.
ながさき「食と農」支援事業は市の農林課が所管しており，搾油作物としての椿の植栽
であり， 10 アール当たり 100 本の苗木代を県が 2 分の l を，市が 2 分の l を補助し配布す
る.また，作業賃金として 10 アール当たり 4 万 1 千円を，市の一般財源として補助してい




放牧地や放牧施設等の条件整備に対する支援を指す.補助率は，国と県合わせて， 2 分の l




第 3 表 事業別にみた放棄地解消面積
合計 田 畑
一一 一一一一一一白並 __(%ì~_____(!I!L___J筆l__~_Lq!) (筆L
2010年度(平成22年度)
耕作放棄地解消総合対策(県) 25.1 28.4 1.951 248句637 149 
再生利用緊急対策(国) 0.9 1.0 。 8.692 3 
食と農支援事業(県単) 9.9 11.2 1,115 98 ,252 69 
国産飼料資源活用促進(国・県) 0.2 0.2 2‘ 108 2 。
経営体育成基盤整備(県) 6.6 7.5 66.364 83 。
自己解消 45.8 51.8 78ヱ 13 87 379.364 184 
合計 88.5 100旦 1~_9~7?1___J7~__ _}~~~4?_ 40~ 
2011年度(平成23年度)
耕作放棄地解消総合対策(県) 18.1 17.3 12.083 7 168.583 68 
再生利用緊急対策(国) 14.9 14.3 2.017 3 147‘401 70 
食と農支援事業(県単) 10 9.6 19,079 20 80 ,921 59 
国産飼料資源活用促進(国・県) 14.6 14.0 142.700 192 3,740 8 
経営体育成基盤整備(県) 。 0.0 。 。
自己解消 46.8 44.8 92 ,1 11 111 375、 697 216 
合計 104.4 100.0 267,990 333 776,342 421 
出所)五島市農業委員会(2012)
第 4 表 事業別・作目別にみた放棄地解消面積
耕総合作放対棄策地(鮒駒間 再対生策利用緊急(国) 事食業と農(県支単援) 国産飼料資源活用 基盤経整営備体育成促進(国・県R5... (県) 自己解消 合計
201 0 20]] 2010 201 1 2010 2011 201 0 201 1 2010 2011 201 0 2011 2010 201 1 
解消面積 (ha) 25.1 18.1 0.9 14.9 9.9 10.0 0.2 14.6 6.6 0.0 45.8 46.8 88.5 104.4 
解消後の作目 (0/0>
水稲 1.4 1.3 0.0 0.6 
麦 0.7 2.3 21.9 0.3 0.2 4.2 
蕎麦 23.8 12.3 15.6 1.5 6.8 4.8 
飼料 6.4 45.1 0.2 0.9 1.8 6.5 
椿 8.4 1∞.0 100.0 0.1 13.7 9.8 
プロツコリー 44.8 43.9 100.0 11.3 0.5 13.7 9.4 
野菜 6.6 2.8 0.9 0.3 1.9 0.6 
馬鈴薯 37.3 3.8 0.0 7.0 
甘薯 2.3 0.0 0.6 0.0 
葉タバコ 6.9 1.9 0.0 
高菜 0.0 0.2 
放牧 100.0 0.6 .0.4 0.2 0.0 
採草 0.3 0.0 
基盤整備 1∞.0 100.0 7.5 14.0 
指導 0.0 9.4 
農地・水保全 ー 6.5 21.0 3.4 0.0 
保全管理 88.1 75.1 45.5 33.6 

















































































































































































農業生産法人数 (2010 年)第 13 図
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認定農業者数 (2010 年)第 12 図
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第 5 表は， 2010 年(平成 22 年度)および 2011 年(平成 23 年度)の耕作放棄地解消実績
を経営体別に示している.解消面積を経営主体別の割合をみると，認定農業者以外の個人
の割合が最も多く， 500/0を超えている.次に，法人の認定農業者が 2 割強，個人の認定農業
者が 2 割弱を占めている.一経営体当たりの平均解消面積は法人が最も高く 2010 年は約 4.5
ヘクタール， 2011 年は1.6 ヘクタールになっている.個人の認定農業者の解消規模は平均し
て 0.4ヘクタール前後で、あり，認定農業者以外の個人については約 0.2 ヘクタールとなって
いる.
この点について 地区別に経営体の分布状況をみると 福江地区と三井楽地区に認定農
業者数を含む経営体が多い(第 12 図) .また，農業生産法人についても同様の傾向がある




















いる(五島市農業委員会 2011a) . 2008 年度は，約 2，200 ヘクタールの面積(約 26，000 筆)
を調査し， 832 ヘクタール(約 8.300 筆)を耕作放棄地と判定した.これに対して， 2009 年
度は，約1.8 倍に相当する約 4，000 ヘクタール(約 34.000 筆)を調査し. 810 ヘクタール(約
8，600 筆)が耕作放棄地と判定し， 22 ヘクタールの減で、あった.




て，農業委員が 9 月から 10 月にかけての 2 ヵ月間で農地利用状況調査を実施し，事務局職
員によるデータの打ち込みに 11 月までを要している.調査面積は，約 62，000 筆で約 7，200
ヘクタールであり，これは五島市管内農地の約 86%に相当する.この調査対象農地を 37 名
の農業委員で受け持ち，延べ約 800 時間にわたる調査を実施した.一人平均当たり平均で




利用可能な土地(黄)が 497 ヘクタールで、あり，合計約 9.700 筆で 907 ヘクタールで、あった.
2009 年に対し約1.8 倍の調査面積にもかかわらず，耕作放棄地の増加率は約1.1 倍にとど
まっているが，これは拡大調査部分が耕作地が大部分を占めたことと これまでの事
業による解消及び自己解消に起因する.
第 6 表 農地利用状況調査(耕作放棄地全体調査)
種別 2009年産 2010年墨
1 (緑) 筆数(筆) 3647 4057 面積 (ha) 378.4 410.1 
2 (黄) 筆数(筆) 4960 5688 面積~ 432.4 496.9 







農業委員会の指導については， 2010 年度の場合，意向の確認を行った農家戸数は 397 戸
(書面による確認が 88 戸，口頭による確認が 309 戸)であり，その耕作放棄地の面積は 92.4
ヘクタールで、あった.意向確認の結果は 5 種類に分類でき，①自らが耕作する (20.8 ヘク
ターノレ) ，②売りたい (2.2 ヘクターノレ) ，③貸したい (25.6 ヘクターノレ) ，④荒れていな
かった，耕作地で、あった (36.1 ヘクターノレ) ，⑤回答なし (7.7 ヘクタール)となっていた.
このうち，指導した件数は， 59 件 12.9 ヘクタールで，その結果，所有者自らが耕作するも



































五島市農業委員会 (2011a) ~耕作放棄地解消の事例発表1 農業委員会会長・事務局長会議
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